
住宅用火災警報器奏功事例 

ＮＯ 内 容 

事例１ 

午前４時前ごろ２階居室で就寝中の男性が激しく鳴るベルで目が覚めて

寝室のドアを開けると、階段部の住宅用火災警報器が吹鳴しており、煙が

充満していたので階段から１階への避難は不可能であると判断し、寝室南

側のベランダに一時避難しました。 

その後、隣の住民が２階のベランダから声をかけてくれたので、ベランダ

づたいに隣家に避難したものです。 

事例２ 

小学校低学年の男子児童が自宅にいたところ、住宅用火災警報器が吹鳴し

たため、吹鳴している部屋を確認すると、こたつ布団の一部が燃えていま

した。児童はすぐ風呂場へ行き、残り湯を洗面器に汲み、燃えているこた

つ布団にかけ初期消火を行うとともに、１１９番通報を行ったものです。 

なお、１１９番通報を受けた指令課員は、児童を屋外へ避難するよう指示

し、その後到着した消防隊によって完全鎮火が確認されたもので、児童の

適切な判断により見事に初期消火を成功させた例です。 

事例３ 

３階建一般住宅で、２階にいた母親が住宅用火災警報器の警報音に気づき

家の中を確認したところ、１階居室から煙が出ており、扉を開けると部屋

中が煙に包まれていたため、初期消火を断念し１１９番通報するとともに

３階にいた子供２人とともに無事に避難したものです。 

事例４ 

午後８時３０分頃、夕食の準備のため煮物の残り物を鍋で再加熱していま

したが、急に足に痛みを感じたため別室にて治療を行っていたところ、住

宅用火災警報器の音により、鍋を火にかけていることを思い出し、キッチ

ンを確認したところ、鍋から煙が出ていたため、すぐにコンロの火を消し、

事なきを得たものです。 

なお、本件は住宅用火災警報器により早期に異常を確認したため、鍋から

炎も出ておらず、コンロの火を消す際にやけどや煙の吸引による体調不良

も訴えていなかったもので、住宅用火災警報器の設置による火災の早期発

見がいかに重要であるかが如実に現れた事例といえます。 

事例５ 

１時１３分頃、家人が就寝中、住宅用火災警報器の警報音で異変に気が付

き家の中を確認したところ、居間のこたつ布団が燃えており３０cm 位の

炎が上がっていました。家人は浴室に行き、浴槽の残り湯を洗面器に汲み

見事に初期消火を成功させました。 

この火災は、真夜中の就寝中に起きた火災で、住宅用火災警報器の警報音

が無ければ、居住者の生命も危ぶまれた火災で、住宅用火災警報器の設置

目的が達成されたものといえます。 

 



ＮＯ 内 容 

事例６ 

家人が鍋を火に掛けたまま外出したもので、近隣者が火元の台所に設置さ

れた火災・ガス警報器（複合型住宅用火災警報器）の警報音により異変に

気が付き、周囲を見渡したところ、隣家の台所開口部より白煙が出ている

のを発見し１１９番通報を行ったものです。 

なお、住宅用火災警報器により早期に火災が発見されたことから、焼損し

たのは鍋のみでした。 

事例７ 

共同住宅の一室において、家人が鍋を火に掛けたまま寝入ってしまったも

ので、同じ共同住宅に住む隣人が火元に設置された住宅用火災警報器の警

報音により異変に気がつき、１１９番通報を行ったものです。 

なお、住宅用火災警報器により早期に火災が発見されたことから、焼損し

たのは鍋のみでした。 

事例８ 

家人が鍋を火に掛けたまま入浴したもので、住宅用火災警報器の警報音に

より異変に気が付き、水道水にて消火したのち１１９番通報を行ったもの

です。 

なお、住宅用火災警報器により早期に火災が発見されたことから、焼損し

たのは鍋のみでした。 

事例９ 

共同住宅の一室において、家人が鍋を火に掛けたまま外出してしまったも

ので、付近住人が火元に設置された住宅用火災警報器の警報音により異変

に気が付き、１１９番通報を行ったものです。 

なお、住宅用火災警報器により早期に火災が発見されたことから、焼損し

たのは鍋のみでした。 

事例１０ 

共同住宅の一室において、家人が鍋を火に掛けたまま外出してしまったも

ので、同じ共同住宅の住人が火元に設置された住宅用火災警報器の警報音

により異変に気が付き、１１９番通報を行ったものです。 

なお、住宅用火災警報器により早期に火災が発見されたことから、焼損し

たのは鍋のみでした。 

事例１１ 

共同住宅の一室において、家人がたばこに火をつけて寝入ったもので、家

族が住宅用火災警報器の警報音により火災に気が付き、浴槽の水で初期消

火を行うとともに１１９番通報を行ったものです。 

事例１２ 

一般住宅の台所において、家人が鍋を火にかけたまま消し忘れてしまった

もので、住宅用火災警報器の警報音により気づき、コンロの器具コックを

閉鎖して消火したものです。 

消火後、家人が近隣の友人宅に駆け込み、かけ忘れの件を伝え、友人と共

に自宅に戻ったところ、台所内に煙があったので１１９番通報をしまし

た。 

なお、焼損したのは、鍋及び鍋内の具のみでした。 

 



ＮＯ 内 容 

事例１３ 

深夜に昼食用弁当の準備のため、２階台所で天ぷら鍋に火をつけた状態で

その場を離れ、パソコン操作に夢中になっていたところ、住宅用火災警報

器の警報音により天ぷら鍋の火災に気付き、濡れたタオル２枚で消火した

ものです。 

なお、本事案は、隣人が窓越しに炎が見えたため１１９番通報したもので、

換気扇等の収容物が焼損したのみで、負傷者も発生しませんでした。 

事例１４ 

家人が鍋を火にかけたまま放置し、消し忘れ状態で外出しました。その後、

隣人が住宅用火災警報器の吹鳴音に気が付き、消防署へ１１９番通報した

ものです。 

到着した消防隊により、現場の鎮火を確認しました。 

なお、焼損しているのは、鍋及び鍋内の内容物のみで、負傷者等は発生し

ていません。 

事例１５ 

家人が台所のグリルで魚を焼いたまま、火を消さずに外出したもので、隣

人が住宅用火災警報器の吹鳴音により警察・消防署へ通報し、到着した警

察官が、水道水により初期消火を実施し成功したものです。 

消防隊により現場の鎮火を確認しました。 

なお、グリル付きガスコンロ及び収容物並びに天井・内壁の一部を焼損し

ましたが、負傷者は発生していません。 

事例１６ 

家人が鍋を火に掛けたまま放置し、別室でテレビを見ていたところ、住宅

用火災警報器の吹鳴に気が付き、消防署へ１１９番通報したものです。 

到着した消防隊により、現場の鎮火を確認しました。 

なお、鍋内の内容物及びコンロの下に敷かれたダンボール並びにサッシの

木枠を若干焼損しましたが、負傷者は発生していません。 

事例１７ 

家人が帰宅後、寝室で電気ストーブを点けたまま就寝中、何らかの原因で

電気ストーブが倒れ、木製棚と衣類に着火しました。 

住宅用火災警報器の吹鳴音に気付き、初期消火及び１１９番通報したもの

です。 

なお、初期消火が成功しましたので、木製棚及び衣類一部焼損しましたが、

負傷者は発生していません。 

事例１８ 

家人がたばこに火をつけたまま寝入ったもので、上階の居住者が住宅用火

災警報器の吹鳴音と焦げ臭い匂いに気づいたことから、付近の住民と協力

し布団を屋外へ搬送するとともに、水道水にて消火したものです。 

なお、この事案により、掛け布団が一部焼損しましたが、負傷者は発生し

ていません。 

 

 



ＮＯ 内 容 

ＮＥＷ 

事例１９ 

０時３０分頃、共同住宅に住む家人が両手鍋に火をかけた状態で寝入った

もので、近隣の住民が住宅用火災警報器の吹鳴音が聞こえたため、外に出

て様子を見ていたところ、換気扇から煙が出ており１１０番通報したもの

です。 

その後、ガスコンロを止めるとともにガスの元栓を遮断したとのことで事

なきを得たものです。なお、負傷者等は発生していません。 

ＮＥＷ 

事例２０ 

家人がゆで卵を作るために鍋をＩＨコンロにかけたことを忘れ隣室にい

たところ、隣人が住宅用火災警報器の鳴動音に気付き、119 番通報し、そ

の後、家人が焦げ臭いにおいに気付き台所へ行くと鍋から煙が出ているの

を発見し、ＩＨコンロのスイッチを切った後に水道水にて消火したもので

す。 

なお、この事案において負傷者は発生していません。 

ＮＥＷ 

事例２１ 

家人が仏壇の線香を消し忘れ、その後住宅用火災警報器が鳴動したが、鳴

動音の原因が分からず、隣人に助けを求め出火宅に駆けつけると煙が出て

いるのを確認できたため、119 番通報し、燃えていた座布団を屋外に出し、

バケツにて消火したものです。 

なお、初期消火が成功したため座布団及び畳の一部が焼損しましたが、負

傷者は発生していません。 

 


